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音楽の形式を学ぶ
第 8回 (2023年度）

ソナタコンクール
参加要項
全楽章部門　マスタークラス講師

審査員（予定）
新井博江（桐朋学園大 教授）、江口玲（東京藝大 教授 / 洗足学園音大 客員教授）、江口文子（昭和音大  副学長・教授）、江澤聖子（国立音大・大学院
教授 / 桐朋学園大・大学院・大学院大学 講師）、岡田敦子（東京音大 副学長・教授）、岡田将（神戸女学院大 准教授 / エリザベト音大 非常勤講師）、
尾崎有飛（昭和音大 専任講師）、加藤大樹（ピアニスト）、兼重稔宏（東京藝大・京都市立芸大・名古屋音大 非常勤講師）、小高明子（東京音大 准教授）、
小蔦寛二（エリザベト音大・広島文化学園大・安田女子大 講師）、今野尚美（名古屋芸大 准教授）、清水将仁（洗足学園音大 教授）、白石光隆（東京藝大・
お茶の水女子大 非常勤講師）、土居里江（くらしき作陽大 准教授）、外山啓介（札幌大谷大 特任准教授 / 洗足学園音大・桐朋学園大 非常勤講師）、
中井恒仁（桐朋学園大 学部長・教授 / 名古屋音大 客員教授）、仲田みずほ（東京音大 専任講師）、久元祐子（国立音大・大学院 教授）、山口真広（日本大学
芸術学部・相模原弥栄高校 講師）
※五十音順・敬称略 / 大学名は略称

［主催］株式会社 東音企画　［後援］一般社団法人 全日本ピアノ指導者協会（ピティナ）
［調律協賛］株式会社 河合楽器製作所　［協賛］ベーレンライター出版社、公益財団法人福田靖子賞基金（予定）

坂井 千春 先生 鈴木 弘尚 先生 関本 昌平 先生 加藤 昌則 先生

[ 協賛 ]

ジュニア育成部門　マスタークラス講師

梅村 知世 先生 菅原 望 先生 片山 柊 先生 山縣 美季 さん

ゲスト
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概要
ソナタコンクールは、古典期のピアノソナタやソナチネを題材とし、音楽の形式を学び、豊かな表現と説得力のある演奏をめざし
ていただくことを目的としたピアノコンクールです。ソナチネやソナタに取り組み始めた方々の成果発表の場として、また音楽高校・
音楽大学受験への力だめしの場としても幅広くご活用いただけます。「知る・聴く・弾く」で古典期の総合力をつけましょう。

2022年度からの変更点
①昨年度より名称が変更された部門がございます。ジュニア育成部門もマスタークラスを実施いたします。

②ソナタ全楽章部門の予選にて奨励賞を受賞された方のソナタ単楽章部門での本選進出はございません。

開催部門
《ソナチネ部門》《ソナチネ部門》
本格的なソナタへの準備として、様式感をもつ良質なソナチネや規模の小さなソナタを題材とした部門です。

《ジュニア育成部門》《ジュニア育成部門》
ハイドン、モーツァルト、ベートーヴェンの初期ソナタを中心とした、取り組みやすいソナタ作品を課題とした部門です。今後ピティ
ナ・ピアノコンペティションの Jr.G級や G級、国内のハイレベルなコンクールなどを目指される方におすすめです。本選前に実技
レッスンと座学講座を受講できるマスタークラスを開催いたします。なお、公益財団法人福田靖子賞基金よりマスタークラスの協
賛をいただきます（予定）。

《ソナタ単楽章部門》《ソナタ単楽章部門》
ハイドン、モーツァルト、ベートーヴェンの本格的なソナタを単楽章で参加できる部門です。1つの楽章をじっくり取り組みたい方、
将来的に音楽高校や音楽大学への進学を見据えている方におすすめです。

《ソナタ全楽章部門》《ソナタ全楽章部門》
ハイドン、モーツァルト、ベートーヴェンの本格的なソナタに全楽章でチャレンジする部門です。音楽高校・音楽大学への受験対
策にも最適です。 本選前には実技レッスン・座学講座を受講できるマスタークラスを開催いたします。
※全楽章を通して演奏できるのは本選のみとなります。予選では第 1楽章または終楽章を選んで演奏いただきます。

2023年度開催の流れ（予定）

予 選
全楽章

全楽章部門
マスタークラス

ソナチネ ジュニア育成

ジュニア育成部門
マスタークラス
11/23（木・祝） 11/25(土)

本 選
ソナチネ ジュニア育成

優秀賞 優秀賞

優秀賞 優秀賞

単楽章
ソナタ

全楽章
ソナタ

単楽章
ソナタ

全楽章
ソナタ
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参加資格・参加料 
※ 予選は実地・動画ともに同料金となります。

※ 予選は 1人 2地区まで参加可能です。ただし部門の併願はできません。最初に行われた予選で通過された方は、次の予選では
賞の対象とはなりませんので、ご理解いただいた上、お申し込みいただきますようお願い申し上げます。審査員からの講評は
ございます。

部門 参加資格
予選参加料

本選参加料
マスター
クラス
実施有無

ピティナ会員・
指導者割引 一　般

ソナチネ部門 小学 1年生～小学 4年生 10,500円 11,500円 13,500円 なし

ジュニア育成部門 小学 5年生～中学 3年生 14,000円 15,000円 21,000円 あり

ソナタ単楽章部門 中学 1年生～高校 3年生 15,000円 16,000円 23,000円 なし

ソナタ全楽章部門

中学 1年生～高校 3年生
または、
2003.4.2～ 2005.4.1生まれの方で
専門学校・短期大学・大学に在籍
をしていない方

15,000円 16,000円 33,000円 あり

・ 参加料はすべて税込となります。お申し込みの際はWeb申込システム利用料（330円）が別途必要となります。
・ ピティナ会員・指導者割引の適用対象者は「ピティナ会員本人／家族（2親等まで）／生徒」となります。
 ※ただしグランミューズ会員の割引は本人のみ。

・割引適用はエントリー時のみとなり、後からの適用は不可となります。
・ピティナ入会については右のQRコードからご確認ください。
・原則、一旦お支払いいただいた参加料の払い戻しはいたしかねますのでご了承ください。  
・ジュニア育成部門・ソナタ全楽章部門の本選申込者は、原則マスタークラスをご受講いただきます（本選参加料に含む）。必ずご予
定をご確認の上お申し込みください。

 ※マスタークラスを欠席された場合の返金はございません。

申込方法
《予選》《予選》
ピティナ提携コンクールの申込システムを利用してのお申し込みとなります。右の QR コード （ピティナ提携コ
ンクールの Web サイト）の「コンクール一覧」から第 8回ソナタコンクールを選択し、お申し込みください。
※各地区、申込期間にかかわらず、定員になり次第締め切ります。

《本選》《本選》
予選通過者のみ個別に申込方法のご連絡をいたします。予選でご登録いただいたメールアドレス宛にご連絡を差し上げますので、ご確
認ください。
本選の申込締切は 11月5日（日）11月5日（日）までです。特に東京後期予選・動画予選にご参加の方は、予選開催日から本選の申込締切日までの
期間が短いため、十分ご注意ください。

ピティナ入会案内は
こちらから▶

▲提携コンクール
Webサイトはこちら
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開催日程・会場
【予選】※行政および会場側から実地でのコンクール開催を中止するよう要請があった場合は、実地大会や動画大会が注意・変更される場合がございます。必ず公式ホームページにて最新情報をご確認ください。

地区名 日　程 会　場 申込期間　※定員に達し次第締切

東京前期 10月 8日（日） 東音ホール（巣鴨） 6月 15日（木）～ 9月 13日（水）
大阪 10月 22日（日） フェリーチェホール（池田） 6月 15日（木）～ 9月 27日（水）
東京後期 10月 29日（日） 東音ホール（巣鴨） 6月 15日（木）～ 10月 4日（水）
動画 10月 4日（水）提出締切 動画審査 7月 24日（月）～ 9月 20日（水）

【マスタークラス】※開催時間は 10:00～ 18:30頃を予定。詳細は公式ホームページにて発表いたします。

開催部門 日　程 会　場

ジュニア育成部門 11月 23日 (木・祝 ) 東音ホール（巣鴨）
ソナタ全楽章部門 11月 25日 (土 ) 桐朋学園大学調布キャンパス

【本選】 ※部門割は予定です。変更の際は公式ホームページにて発表いたします。
日程 開催部門 会　場 申込締切

12月16日（土） ソナタ全楽章部門
東音ホール（巣鴨）

11月 5日（日）11月 5日（日）
※予選通過者のみ個別に申込方法をご案内
いたします。12月17日（日） ソナチネ部門・ジュニア育成部門・ソナタ単楽章部門

マスタークラス講師陣
【全楽章部門】 

講師名（敬称略） 略　歴 担当講座

坂井 千春 東京藝術大学 教授 / 名古屋音楽大学 客員教授 基調講演
レッスン

鈴木 弘尚 名古屋音楽大学 客員准教授 / 昭和音楽大学 講師 レッスン

関本 昌平 桐朋学園大学 准教授 / 名古屋音楽大学 客員准教授
菊里高等学校 非常勤講師 / 明和高等学校 非常勤講師 レッスン

加藤 昌則 作曲家・ピアニスト 座学

【ジュニア育成部門】 
講師名（敬称略） 略　歴 担当講座

梅村 知世 ピアニスト レッスン

菅原 望 名古屋音楽大学・常盤木学園高等学校・菊里高等学校 非常勤
講師 / 宇都宮短期大学 特別講師 レッスン

片山 柊 ピアニスト・作曲家 / 東京音楽大学 助手 座学

山縣 美季 第 4回ソナタコンクールソナタ全楽章コース銀賞受賞 / 東京藝
術大学音楽学部器楽科 4年在学中 座学

褒賞
予選：各部門にて、成績優秀者の中から優秀賞、奨励賞を選出。優秀賞受賞者は本選へ進出となります。
本選：各部門で、金賞 1 名、銀賞 1 名、銅賞 1 名、奨励賞若干名を選出。

【本選の褒賞内容】
1） 各部門の金賞受賞者には、トロフィーとベーレンライター出版社よりお好きな楽譜 1冊を授与いたします。
2） ソナタ単楽章部門とソナタ全楽章部門には下記の通り賞金がございます。
 ソナタ単楽章部門：賞金（金賞：3万円、銀賞：2万円、銅賞：1万円）
 ソナタ全楽章部門：賞金（金賞：5万円、銀賞：3万円、銅賞：2万円）
3） 本選にて金賞～銅賞を受賞された方の演奏動画は、ソナタコンクールの公式 YouTubeチャンネルに掲載をさせて
いただきます。（参加部門、氏名、演奏曲目、賞名を公開いたします。）また受賞された方の演奏動画はピティナ・
ピアノ曲事典 *への掲載を推薦させていただきます。推薦者全員の掲載を保証するものではありませんので、
ご了承ください。

 *ピティナ・ピアノ曲事典は一般社団法人全日本ピアノ指導者協会が運営する、ネット最大級のピアノ・鍵盤音楽データベースです。

その他
・コンクール、マスタークラスともに写真およびビデオ撮影をさせていただきます。
・ 動画予選の提出動画、弊社にて撮影した写真および動画ともに、権利は株式会社東音企画に帰属いたします。公式ホームページや公式

SNS、パンフレット等に撮影データを予告なく使用させていただく場合がございます。予めご了承ください。

▲ソナタコンクール
公式YouTubeチャンネル
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課題曲
全部門、8小節以内の繰り返しは自由とし、それ以外の繰り返しは省略する。（ベートーヴェンピアノソナタ第 23番を除く。）
予選と本選で同じ作品を演奏しても異なる作品を演奏しても構わない。
※必ず「作曲家」「番号」「調性」「作品番号」を確認の上、お申し込みください。
※課題曲情報は必ず公式ホームページの最新情報をあわせてご確認くださいますようお願いいたします。

◎ソナチネ部門
以下の作品より 1つを選んで演奏すること。

作曲家 曲 目 作曲家 曲 目

クレメンティ

ソナチネ Op.36-1 第 1楽章
ハイドン

ソナタ第 1番 Hob.XVI:8 第 1楽章
ソナチネ Op.36-2 第 1楽章 ソナタ第 9番 Hob.XVI:4 第 1楽章
ソナチネ Op.36-3 第 1楽章

モーツァルト
ソナタ第 16番 (第 15番 ) K.545 第 1楽章

ソナチネ Op.36-4 第 1楽章 ソナタ第 16番 (第 15番 ) K.545 第 3楽章

クーラウ

ソナチネ Op.20-1 第 1楽章
ベートーヴェン

2つのソナチネ 第 1番（ソナチネ第 5番） ト長調 第 1楽章★
ソナチネ Op.55-1 第 1楽章 ソナチネ第 6番 ヘ長調 第 1楽章
ソナチネ Op.55-2 第 1楽章 ソナタ第 20番 Op.49-2 第 1楽章
ソナチネ Op.55-3 第 1楽章

★「2つのソナチネ　第 1番」は、東音企画発刊楽譜「プレ・ソナチネ」内での曲目表記です。

◎ジュニア育成部門
以下の作品より第 1楽章を選んで演奏すること。

作曲家 番 号 調 性 作品番号 作曲家 番 号 調 性 作品番号

ハイドン

第 35番 変イ長調 Hob.XVI:43

ベートーヴェン

第 1番 ヘ短調 Op.2-1
第 38番 ヘ長調 Hob.XVI:23 第 5番 ハ短調 Op.10-1
第 39番 ニ長調 Hob.XVI:24 第 9番 ホ長調 Op.14-1
第 43番 変ホ長調 Hob.XVI:28 第 25番 ト長調 Op.79

モーツァルト

第 1番 ハ長調 K.279

第 2番 ヘ長調 K.280

第 3番 変ロ長調 K.281

第 8(9)番 ニ長調 K.311

◎ソナタ単楽章部門・ソナタ全楽章部門
【予選】 以下のピアノソナタより、第 1楽章または終楽章を選んで演奏すること。
【本選】 ［単楽章部門］以下のピアノソナタより、第 1楽章または終楽章を選んで演奏すること。
 ［全楽章部門］以下のピアノソナタより、1曲選び全楽章を演奏すること。

作曲家 番 号 調 性 作品番号 作曲家 番 号 調 性 作品番号

ハイドン

第 31番 変イ長調 Hob.XVI:46

ベートーヴェン

第 8番 ハ短調 Op.13
第 33番 ハ短調 Hob.XVI:20 第 11番 変ロ長調 Op.22
第 60番 ハ長調 Hob.XVI:50 第 12番 変イ長調 Op.26
第 62番 変ホ長調 Hob.XVI:52 第 13番 ※ 1 変ホ長調 Op.27-1

モーツァルト

第 3番 変ロ長調 K.281 第 14番 ※ 1 嬰ハ短調 Op.27-2
第 4番 変ホ長調 K.282 第 15番 ニ長調 Op.28
第 6番 ニ長調 K.284 第 16番 ト長調 Op.31-1
第 8(9)番 ニ長調 K.311 第 17番 ニ短調 Op.31-2
第 9(8)番 イ短調 K.310 第 18番 変ホ長調 Op.31-3
第 10番 ハ長調 K.330 第 21番 ハ長調 Op.53
第 12番 ヘ長調 K.332 第 22番 ヘ長調 Op.54
第 13番 変ロ長調 K.333 第 23番 ※ 2 ヘ短調 Op.57
第 14番 ハ短調 K.457 第 24番 嬰へ長調 Op.78
第 15(18)番 ヘ長調 K.533 第 26番 変ホ長調 Op.81a

第 17(16)番 変ロ長調 K.570 第 27番 ホ短調 Op.90
第 18(17)番 ニ長調 K.576 第 28番 ※ 1 イ長調 Op.101

ベートーヴェン

第 2番 イ長調 Op.2-2 第 30番 ※ 1 ホ長調 Op.109
第 3番 ハ長調 Op.2-3 第 31番 変イ長調 Op.110
第 4番 変ホ長調 Op.7 第 32番 ハ短調 Op.111
第 7番 ニ長調 Op.10-3

※ 1

ベートーヴェンの以下の曲については、連続した楽章を 1つとみなして演奏すること
ソナタ第 13番　第 1楽章 &第 2楽章・第 3楽章 &第 4楽章  /  ソナタ第 14番　第 1楽章 &第 2楽章  /  ソナタ第 28番　第 1楽章 &第 2楽章 / 
ソナタ第 30番　第 1楽章 &第 2楽章

※ 2
ベートーヴェンの以下の曲については、下記箇所は要リピート
ベートーヴェン ピアノソナタ第 23番第 3楽章のプレスト部分（308～ 325小節）

公式ホームページはこちら▶
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株式会社東音企画（以下、「当社」といいます。）が主催、企画または運営するコンクー
ルにお申し込みされるにあたっては、コンクール規約（以下、「本規約」といいます。）
に同意する必要があります。本規約は、お客様と当社との間で合意されるものであり、
別途当社が固有の利用条件を定める場合を除き、お客様が当社のコンクールにお申し
込みいただく際に適用されます。

本規約に同意するにあたり、本規約のすべての条項をお読みください。
本規約は、以下の規則によって構成されます。 

 • 本則
 • プライバシーポリシー

＜本則＞

1. 本規約の適用範囲

本規約は、お客様が、当社が主催、企画または運営するコンクールにお申し込みいた
だく際に適用されます。

2. 総則

本規約は、以下のコンクールに適用いたします。

 • ブルグミュラーコンクール　https://www.burgmuller.org/

 • 日本バッハコンクール　https://www.bach-concours.org/

 • ソナタコンクール　https://www.sonata-concours.com/

 • ショパンランドコンクール　https://www.chopin-land.com/

（参加要項）
コンクールの開催期日、申込期間、併願、会場、応募資格、参加可能回数、褒賞、そ
の他コンクールの実施に関する必要な事項は、各コンクールの参加要項にて定めます。
参加要項は、各コンクール公式ホームページに公開いたします。
 

3. 出場申込

出場希望者は、以下の方法にて申し込みを行ってください。なお、申し込みを以って、
プライバシーポリシーを含む本規約へ同意したものとみなします。

 • 地区大会／予選：ピティナ提携コンクールからのWeb申し込み
 • ファイナル／全国大会／本選：地区大会／予選の通過者のみ、当社が指定した

URLからのWeb申し込み

（申込期間）
申込期間外の申し込みは、いかなる場合も認めません。

（申込について）
申込者を出場者（以下「出場者」といいます。）といたします。申し込みされたご氏名（フ
ルネーム）にて、参加票、プログラム、結果発表、賞状、受賞証明書（必要な方のみ）
等を作成いたします。

（申込時の指導者の登録）
指導者の登録は、1エントリーにつき 1名までとなります。

（申込内容の変更）
 • 連絡先および演奏曲目に限り、申込期間内であれば変更を認めます。
 • 指導者名については、地区大会／予選に限り、申込期間内であれば変更を認めます。ファ
イナル／全国大会／本選では地区大会／予選と同じ指導者を自動登録するものとし、
変更は認めません。削除のみ可能といたします。

 • 申込期間外の変更、および申込期間内であっても上記以外の項目の変更には応じかね
ます。

（申込の取消）
自己都合による取り消しについては、地区大会、予選、ファイナル、全国大会、本選、
全ての大会において以下のように定めます。

 • 申込期間内：事務手数料 1,500円および決済手数料 330円、合計 1,830円を差し引
いた金額を返金

 • 申込締切後：返金なし

天災地変や公共交通機関の運行中止などやむを得ない事情が発生した場合は、都度対
応を検討し、各コンクールの公式ホームページ等で発表いたします。

（ピティナのステージポイントについて）
 • ステージポイント *は実地の大会に出場した場合にのみ付与されます。

*ステージポイントについて、詳しくは
https://step.piano.or.jp/about/index.html#anchor1-6をご覧ください。

 • ファイナル／全国大会／本選のお申し込みは、ステージポイント対象外です。
 • 動画提出型の大会で、本選のみ実地大会となる場合は、本選参加後にステージポイン
トが付与されます。予選に出場した時点では、ステージポイントは付与されません。

4. 審査当日

（受付）
必ず出場者本人が、参加票で指定された受付時間までに受け付けを済ませてください。

（演奏前の集合）
舞台袖等への集合は、自己の責任において、指定された時間に指定場所までお越しく
ださい。

（遅刻）
 • 受付時間内に受け付けされていない場合、また、指定された時間となっても所在の
確認ができない場合は、自己都合による遅刻または欠席とみなします。

 • 自己都合による遅刻は、平均点から 0.3点の減点を課します。
 • 遅刻者がいる、またはいるとみなした場合、演奏順番の変更を行うことがあります。
 • 同一部門が複数日にわたって開催される場合、日をまたいでの遅刻扱いは認めず、
欠席とみなします。

  天災地変や公共交通機関の運行中止などやむを得ない事情に基づく遅刻の場合は、 
  都度対応を検討いたします。

（失格）
　①  以下の場合は失格となります。
 • 出場者自身が参加する日程の参加部門最終グループ受付時間内に受け付けされて
いない場合

 • 登録と異なる曲目を演奏した場合
 • 規定より多いまたは少ない数の曲目を演奏した場合（登録した曲が含まれていても
失格とみなします）

 • 該当部門の課題曲と異なる曲を演奏した場合
 • 登録情報に偽りがあった場合
 • コンクールの進行を著しく妨げた場合
 • そのほか、審査員長が失格と判断した場合

　②  参加料の返金はいたしません。

（欠席）
 • 参加票に記載されている連絡先へ、事前のご連絡をお願いいたします。
 • 参加料の返金はいたしません。
 • 天災地変や公共交通機関の運行中止などやむを得ない事情が発生した場合は、都
度対応を検討し、公式ホームページ等で発表いたします。

（演奏順）
 • 演奏グループおよび演奏順は、事前に機械による無作為の抽選にて決定し、当日会
場でご案内いたします。

 • 演奏グループは事前にメールまたは郵送にて送る参加票にて公表し、演奏順は受け
付けの際にご案内いたします。

 • 出場者の希望による出場順の指定や変更はいたしかねます。

（演奏曲）
 • 申込時に登録した曲を定められた曲数で演奏してください。
 • 運営上の都合または規定に従い演奏の一部をカットすることがありますが、審査に
影響はありません。

（プログラム）
コンクールおよび関連イベントにおいて、出場者のご氏名（フルネーム）、学年、演奏
曲目等を、出場者および来場者に配布するプログラムに掲載します。

（審査方法）
受賞者は、全審査員の平均点により決定いたします。平均点が同点の方が複数並んだ
場合は、全審査員の平均順位が上位の方が受賞となります。

コンクール規約
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 5. 結果

（結果発表）
コンクールの結果は、各コンクールの以下に記載されている公式ホームページ、および
当社が運営または業務委託する実施事務局のSNSやホームページ等にて公開いたします。
受賞者については、ご氏名（フルネーム）、演奏番号、部門名、賞名等を掲載いたします。
会場内でも結果を掲示する場合があります。

    • ブルグミュラーコンクール：https://www.burgmuller.org/

    • 日本バッハコンクール：https://www.bach-concours.org/

    • ソナタコンクール：https://www.sonata-concours.com/

    • ショパンランドコンクール：https://www.chopin-land.com/

（褒賞）
各コンクールの参加要項にてご確認ください。

（表彰式）
 • 表彰式を開催する場合、原則、褒賞はご自身でお持ち帰りください。
 • 褒賞の発送を行う場合、原則として以下のように対応いたします。

  　表彰式を開催する場合： 着払い
  　表彰式を開催しない場合：元払い

（講評）
講評についてのお問い合わせには応じかねます。

（結果に関する報道各社への対応）
メディア (新聞、雑誌、TV、オンライン媒体等 )、および教育委員会等から受賞者に関
する問い合わせが入った場合、以下については出場者に通知せず提供いたします。

 • コンクール名および参加した地区大会／予選名
 • 部門名
 • 賞名
 • ご氏名（フルネーム）
 • 年齢、学年
 • お住まいの都道府県名

6. 免責事項

 • 当社は、出場者が当コンクールに参加するにあたって発生した出場者間および出場
者と第三者との問題について、一切の責任を負いません。出場者の行為により、当
社または第三者（会場運営者、見学者等）に対し損害を与えた場合、損害を与え
た出場者本人の責任および費用をもって解決するものとします。

 • 当社は、各コンクール会場において生じた盗難・紛失、販売上のトラブル、駐車場
を含む会場内での事故等に関して、一切の責任を負いません。これらの問題は、当
事者本人の自己責任もしくは当事者間で解決していただきます。

 • 撮影業者が写真および動画の撮影・販売を行う場合、当社は、出場者と撮影業者と
の問題について、一切の責任を負いません。

 • 当社は、本部事務局および実施事務局から送付する当コンクールに関連する郵送物、
および送付された郵送物の郵便・配送事故（遅延・未着）について、一切の責任を
負いません。

 • 都合により、予定していた会場が変更になる場合があります。
 • 不測の事態により、予定より少ない審査員数で審査を行う場合があります。
 • 審査結果の発表方法（表彰式または掲示発表など）は変更になる場合があります。
 • 台風・地震などの天災が生じた場合、開催の可否は当社が判断し、参加料の返金な
どで対応させていただく場合があります。なお、中止の判断は開催当日になること
もありますが、参加のために生じた旅費・宿泊費など、参加料以外の費用について
は当社で一切の責任を負いません。

 • 各公式ホームページの掲載情報の正確性については万全を期しておりますが、利用
者が公式ホームページの情報を用いて行う一切の行為について、責任を負いません。

7. 雑則

（著作隣接権等）
 • 当社がコンクール中に撮影・作成する動画（演奏、表彰、マスタークラス等関連イ
ベント含む）および撮影する写真データに関する著作権を含む一切の諸権利につい
ては、当社に帰属するものとします。

 • 当社は、上記のデータについて、記録および広報を目的とし、公式ホームページ、
広告、印刷物、SNS等で自由に使えるものとします。

（撮影）
• 写真撮影
出場者及び来場者による会場内での写真撮影は、予選／地区大会／ファイナル／全国
大会／本選いずれにおいても、禁止いたします。
• 動画撮影
 ① 出場者による撮影

コンクールおよび地区により、撮影可否が異なります。各地区またはコンクール
担当者にお問い合わせいただくか、開催 1週間前までに送られる参加票にてご確
認ください。

 ② 撮影可能対象者
出場者による撮影が可能な場合も、出場者ご自身の演奏に限ります。
ご自身以外の方の演奏の録音・録画は、禁止といたします。発覚した場合、その場で
撮影の中止およびデータの削除を求めます。

 ③ 無許可の撮影
主催者の承諾を得ず撮影を行っていることが発覚した場合、その場で撮影の中止およ
びデータの削除を求めます。

• 写真または動画の撮影・販売
　① 撮影について

舞台への入場・退場のタイミングや客席を映す際に、ご自身以外の方が映りこむ可能
性がありますことをご了承ください。

　② 撮影業者への情報提供
撮影業者による撮影および販売を行うことがあります。その場合、当社は撮影ミスを
防ぎ円滑に販売作業を行う目的で、撮影業者へ以下の情報を提供いたします。

 • コンクール名
 • 部門名、演奏グループ、演奏番号
 • 演奏曲目
 • ご氏名（フルネーム）
 • 学年
 • 連絡先（購入申込をした者で、撮影業者に提出した申込書が不鮮明だった場合）

（日本の法律への準拠）
この規約に関して発生する問題は、日本の法律に準拠して解決されます。

 （本規約の変更）
当社は、本規約を変更する場合があります。変更後の規約は、「２．総則」記載のコンクー
ル公式ホームページに掲載するものとし、当該掲載がなされた時点からその効力を生
じるものとします。各コンクールにお申し込みおよびご参加の際には、随時最新のコン
クール規約をご確認ください。

＜プライバシーポリシー＞

以下のQRコード、もしくは https://www.to-on.com/about/privacy.htmlからご確認ください。

以上
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ソナタ全楽章部門金賞受賞者インタビュー
ソナタコンクール第 7回金賞受賞の牧野彩花さん、第 6回金賞受賞の箱崎佑音さんにインタビューを行いました！お 2人とも、 大
学受験の際にソナタコンクールにご参加いただいたという共通点もあります。ぜひご覧ください。

♬第 6回金賞  箱崎 佑音さん
ソナタコンクールには、高校に入学した頃から音大受験の前に参加しておこうと考えていました。
受験の課題曲となるベートーヴェンには苦手意識を持っていたため、深く勉強するきっかけにもな
ると思っていたからです。「ベートーヴェンらしい音」とは何か、その音を出すにはどうしたら良
いか、分からずにいました。
選択したのはピアノソナタ第 27番でした。曲調が魅力的だったのはもちろん、苦手意識を克服す
るためにまずは 2楽章構成の曲に挑戦しようと思ったことも理由のひとつです。
予選を通過し参加したマスタークラスでは、大きな収穫を得ることが出来ました。基調講演やアナ
リーゼでのお話は、曲をより深く掘り下げて自分自身で考え、説得力のある演奏を目指すきっかけ
となりました。実技レッスンは先生のご指摘も分かりやすく、非常に濃密な時間となりました。同じグループの参加者とお互
いに聴講するレッスンだったため緊張しましたが、マスタークラスで緊張しておいたことで、本選ではリラックスして集中し、
楽しく演奏することが出来ました。
これからも国内のコンクールや国際コンクール、様々な経験を通して研鑽を積み、指導者として、また、ピアニストとして活
躍していけるように頑張りたいと思います。
＜ソナタコンクール事務局より＞
現在、東京藝術大学 2年生となった箱崎さん。今後の更なる飛躍を、事務局スタッフー同、心から応援しております。

♬第 7回金賞  牧野 彩花さん
幼少期の頃よりピアノを習い始め、中学生の頃に音楽大学への進学を考えはじめ、音楽高校への進
路を選択しました。ソナタコンクールは高校 1年生の頃に知り、大学受験前の高校 3年生になった
ら挑戦しようと思っていました。
本選前に参加したマスタークラスでは、田村響先生のレッスンを受講しました。レッスンでは、演
奏をする時の体の使い方や、音の出し方などを中心に教えていただきました。日頃のレッスンでも
体の使い方は意識していましたが、田村先生のレッスンを受講し、より理解が深まりました。レッ
スン中に隣で先生が一緒に演奏をしてくださったことで、先生の音からもたくさんのイマジネーショ
ンをうけました。
野本由紀夫先生のアナリーゼ講座では、「知らないことは表現できない。感じていないことは伝わらない。」という言葉が印象
に残りました。本選や大学入試に向けてさらに楽曲の構成を考えるきっかけになりました。
マスタークラス終了後に配信された動画では、他の受講生のレッスンからも学ぶことも多く、楽譜に書き込みをしながら公開
期限ギリギリまで視聴しました。
本選では自分の出したい音が出せず、手ごたえがあまりなかったので金賞受賞を知ったときはとてもびっくりしましたが、大
学受験に向けて大きな励みとなりました。
将来は指導者として活躍していきたいと思っているので、大学でもさまざまなことにチャレンジし、たくさんの経験を積んで
いきたいと思っています。
＜ソナタコンクール事務局より＞
本を読んだり、コンサートを聴きに行ったりと、多方面から学びを深めている姿がとても印象的でした。東京藝術大学への合格、おめでとう
ございます！牧野さんの今後の更なる飛躍を、事務局一同心より応援しております。

Bärenreiter
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